
１ . 体育施設等の長寿命化計画の背景・ 目的等

計画の背景と目的

下野市体育施設等長寿命化計画（ 概要版）

・市内の体育施設等は１０棟が築年数３０年、 １２棟
が２０年を超えており、 老朽化が進んでいる。

・ 従来の事後保全型から計画的な点検、 修繕を行
う予防保全型に転換する必要がある。

より良いスポーツ環境の確保とともに、

施設のトータルコストの縮減と予算の平準化を図る

「 下野市体育施設等長寿命化計画」 を策定

長寿命化の方針

・ 「予防保全型」 の管理が必要となることから本市体育施設においては、 築２０年で大規模改造を行い、 築４０年で長寿命化改
良を行う。

・ 便所等は、 屋外のため築２０年で長寿命化改良、 築４０年で改築を行うこととする。

・ RC 造、 S造は、 建て替えまでの目標耐用年数を約８０年と設定する。

計画期間

３０年間の長期方針及び今後１０年間の具体的な整備計画を策定。 ※社会情勢や教育環境の変化等に応じ、 原則１０年ごとに計画を見直す。

２ . 体育施設の実態

 今回の構造躯体の調査結果では、 全ての体育施
設等において健全であり長寿命化が可能であること
が確認された。
　構造躯体以外の部分では、 全体的には概ね良好
となるが、Ｃ、 D 判定の修繕計画を検討することが
必要となる。

体育施設の老朽化状況の実態

　調査内容
 現地調査を実施し、 屋上及び屋根、 外壁、 内部仕
上げについては目視状況により、 電気設備、 機械設
備については部位の経過年数を基本にＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの
４段階で評価する。

・ 長寿命化判定フロー　「長寿命化計画策定に係る手引」 「長寿命化計画策定に

係る解説書」 に基づき、 「長寿命化」 もしくは 「改築」 の
判定する。

基準 2020

1 石橋体育センター 体育館 その他 体育館 RC 2 2,115 1978 42 旧 済 済 Ｈ27 31.8 - 長寿命 C B C A A 65

2 南河内体育センター 体育館 その他 体育館 RC 2 1,214 1976 44 旧 済 済 Ｈ28 31.6 - 長寿命 B C C A A 58

3 国分寺聖武館 体育館 その他 体育館 S 1 909 1977 43 旧 済 済 Ｒ01 - 問題無し 長寿命 A B A A A 93

4 石橋武道館 武道館 その他 武道場 S 1 1,148 1996 24 新 - - Ｒ01 - 問題無し 長寿命 A A B A A 91

5 南河内東体育館 体育館 その他 体育館 S 1 827 1981 39 旧 済 済 Ｒ01 - 問題無し 長寿命 C B B A A 78

6 スポーツ交流館 講堂等 その他 その他 RC 2 743 1981 39 旧 済 済 Ｒ01 33.0 - 長寿命 B B B C B 70

7 国分寺B＆G海洋センター 体育館 その他 体育館 S 1 726 1983 37 新 - - Ｒ01 - 問題無し 長寿命 A A B B B 84

8 国分寺武道館 武道場 その他 武道場 S 1 509 1975 45 旧 済 - Ｒ01 - 問題無し 長寿命 C C C C D 36

9 南河内武道館 武道館 その他 武道場 S 1 270 1979 41 旧 - - Ｒ01 - 問題無し 長寿命 C C C C C 40

10 石橋弓道場 弓道場 その他 その他 W 1 330 2003 17 新 - - R01 W造 - 長寿命 C B B A A 78

11 国分寺静思館 弓道場 その他 その他 W 1 198 1987 33 新 - - R01 W造 - 長寿命 C C B B B 62

12 南河内東部運動広場（便所） 便所 その他 その他 RC 1 18 2013 7 新 - - R01 - - 長寿命 A B B A A 84

13 五千石球場（便所等） 便所 その他 その他 RC 1 25 1992 28 新 - - R01 - - 長寿命 C A B B B 79

14 大松山運動公園（便所等） 便所 その他 その他 W 1 163 2018 2 新 - - R01 W造 - 長寿命 A A A A A 100

15 国分寺運動公園（便所等） 便所 その他 その他 RC 1 96 2003 17 新 - - R01 - - 長寿命 A A A A A 100

16 旧国分寺西小学校体育館 体育館 その他 体育館 S 2 821 1985 35 新 - - R01 - 問題無し 長寿命 B C B B B 65
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長寿命化判定

建物基本情報 構造躯体以外の劣化状況評価
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：築30年以上：築30年以下

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある
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３ . 体育施設の目指すべき姿

スポーツを楽しめる環境づく り

すべての市民が生涯にわたりスポーツ

活動を楽しむ場を提供することで、 心

身の健全な発達や健康の保持増進に

寄与し、 活力あるまちづくりを目指す。

各種競技に対応できる施設整備

利用者の安全性に配慮するとともに、

将来的な利用動向を考慮に入れなが

ら、 市民のスポーツに対するニーズに

あう施設の整備を目指す。

地域拠点としての施設整備

地域特性や地域住民の意見等を踏まえ

ながら、 市民のニーズに対応した施設

の改修 ・ 整備を図ることを目指す。

６ . 長寿命化の実施計画

長寿命化によるコスト試算の比較

情報基盤の整備と活用

７. 長寿命化計画の継続的運用の方針

８．総評

 平準化した長寿命化型は従来型と比較して約３２％のコスト縮減が可能となる。

　市内体育施設等は、 １０施設が築３０年を経過するなど老朽化が進み、 施設の安全性の確保及び効率的な修繕 ・ 更新

等について、 長寿命化計画に基づき、 今後の維持 ・ 更新コストを削減 ・ 平準化のうえ実施していく必要があります。

　なお、 今後の方針として、 機能の重複が見られる市内体育施設等については、 地域のニーズや利用状況、 将来におけ

る必要性などを勘案の上、 施設の在り方検討により、 類似する施設等の統廃合や諸室機能の見直し等を行い、 長寿命化

計画による効率性をさらに高めていくこととします。

財源の確保

国の補助事業や有利な地方債を積極的に活用し、 財政負担の低減を図ることとする。

施設基本情報や工事情報、 修繕履歴情報、 各種点検情報を更新しながら、 継続的な施設管理に活用できるよう一元管理する。

・ 従来型の建て替え中心の更新を行った場合のコストと長寿命化型の更新を行った場合のコストを比較する。

・ ３０年間の総額４４億円

・ 年平均１.５億円

・ ３０年間の総額３０億円

・ 年平均１.０億円

凡例

平準化した維持 ・更新コスト （長寿命化型）

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 光熱水費・委託費部位修繕 縮減費大規模改造 長寿命化改良改修予定

今後の維持 ・更新コスト （従来型）


